
原子力災害・緊急モニタリング ウインターセミナー

原子力防災体制と
緊急時モニタリングセンターの機能

原子力規制庁監視情報課

上 席 放 射 線 防 災 専 門 官
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六ヶ所原子力規制事務所
（青森県上北郡六ヶ所村在勤）

伊方原子力規制事務所
（愛媛県八幡浜市在勤）

川内原子力規制事務所
（鹿児島県薩摩川内市在勤）

鹿児島県

敦賀原子力規制事務所
（福井県敦賀市在勤）

玄海原子力規制事務所
（佐賀県唐津市在勤）

泊原子力規制事務所
（北海道岩内郡共和町在勤）

柏崎刈羽原子力規制事務所
（新潟県柏崎市在勤）

高浜原子力規制事務所
（福井県大飯郡高浜町在勤）

福島第一原子力規制事務所
（福島県南相馬市在勤）

熊取原子力規制事務所
（大阪府泉南郡熊取町在勤）

女川原子力規制事務所仙台分室
（宮城県仙台市在勤）島根原子力規制事務所

（島根県松江市在勤）

東海・大洗原子力規制事務所ひたちなか分室
（茨城県ひたちなか市在勤）

北海道

上席放射線防災専門官の担当エリア

〈担当立地自治体〉

・泊原子力規制事務所 上席放射線防災専門官（泊担当） ・・・北海道

・六ヶ所原子力規制事務所 上席放射線防災専門官（六ヶ所担当） ・・・青森県

・女川原子力規制事務所仙台分室 上席放射線防災専門官（女川担当） ・・・宮城県

・福島第一原子力規制事務所 上席放射線防災専門官（福島第一担当） ・・・福島県

・東海･大洗原子力規制事務所ひたちなか分室 上席放射線防災専門官（東海･大洗担当） ・・・茨城県

・柏崎刈羽原子力規制事務所 上席放射線防災専門官（柏崎刈羽担当） ・・・新潟県、石川県

・敦賀原子力規制事務所 上席放射線防災専門官（敦賀担当） ・・・福井県

・高浜原子力規制事務所 上席放射線防災専門官（高浜担当） ・・・福井県

・熊取原子力規制事務所 上席放射線防災専門官（熊取担当） ・・・大阪府、静岡県、神奈川県

・島根原子力規制事務所 上席放射線防災専門官（島根担当） ・・・島根県、岡山県

・伊方原子力規制事務所 上席放射線防災専門官（伊方担当） ・・・愛媛県

・玄海原子力規制事務所 上席放射線防災専門官（玄海担当） ・・・佐賀県

・川内原子力規制事務所 上席放射線防災専門官（川内担当） ・・・鹿児島県
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環境放射線モニタリング業務区分

通常運転原子力施設 事故発生
放射性物質放出等

平常時モニタリング 緊急時モニタリング

平常時モニタリング

原子力施設等が安全に運転されている時に、主に次の目的で行う環境放射線
モニタリング

緊急時モニタリング

原子力施設の事故等により、原子力施設から放射性物質若しくは放射線の異常な
放出又はそのおそれがある場合に実施する環境放射線モニタリング

（原子力災害対策指針における定義）

①周辺住民等の線量推定と評価
②放射性物質の蓄積状況の把握
③予期しない放出の早期検知
④緊急事態が発生した場合における環境放射線モニタリング実施体制の整備

（環境放射線モニタリング指針より抜粋）



放射線モニタリングとは

空間放射線量率測定

空気中や地表面に存在する放射性物質からの放射線
の量を測ること。

現地における測定が可能。すぐに結果が分かる。

モニタリングポスト、サーベイメータ等を使用する。
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大気中放射性物質濃度測定（連続測定）

大気モニタ等を使用し、空気中の放射性物質を連続集
塵して、連続的に測定する。

空気中の放射性物質を早期検知することができる。



放射線モニタリングとは
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試料中（土壌、葉菜等）の放射性物質からの放射線を
測り、放射性物質の種類と量を求めること。

放射性物質濃度測定（核種分析）

測定所などに試料を持ち帰り測定することになる。化学
処理が必要な場合もある。



緊急時放射線モニタリングとは

放射性物質の量は直接測ることが出来ないが、放射性物質はそ
れぞれ決まった種類の放射線を放射性物質の量に応じて出す。

放射線を測ることで、どの様な放射性物質が有るのか、そ
の量はどのくらいなのかが分かる。

原子力施設で事故が発生し、放射性物質が環境中に放出され
た場合、放出された放射性物質から放射線が発生する。
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放射性物質からの放射線

放射性物質の沈着

土壌、葉菜等沈着した放射性物質
からの放射線



緊急時モニタリングの目的

②運用上の介入レベル（OIL）に基づく防護措置（避
難、一時移転等）実施の判断材料の提供

③原子力災害による住民等と環境への放射線影響
の評価材料の提供

測定の正確性と迅速性が重要

①原子力災害における環境放射線の状況に関する
情報収集
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OIL: Operational Intervention Level



・事故時に環境に放出される可能性の高いもの

①放射性希ガス（クリプトン、キセノン）と放射性ヨウ素

②事故の形態によっては放射性セシウム

・放射性希ガス

①化学的に非常に安定で他の物質と化学反応を起こさない。

②地表面に付着しない。呼吸で吸い込んで体内に取り込まれても
吸収されずに排出される。

③ガンマ線を放出し、主に外部被ばくとして影響を及ぼす

・放射性ヨウ素

①甲状腺はヨウ素を原料として体内ホルモンを作る。

②放射性ヨウ素はベータ線とガンマ線を放出する。

③ヨウ素は甲状腺に集まるため内部被ばくの防護が必要
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緊急時モニタリングで着目する放射性物質



原子力災害対策重点区域について
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出典：内閣府（http://www8.cao.go.jp/genshiryoku_bousai/pdf/02_taisakupoint.pdf）
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原子力災害対策重点地域（玄海地域）

出典：玄海地域の緊急時対応（http://www8.cao.go.jp/genshiryoku_bousai/pdf/02_genkai_0103l.pdf）



緊急事態区分と緊急時活動レベル

11出典：玄海地域の緊急時対応（http://www8.cao.go.jp/genshiryoku_bousai/pdf/02_genkai_0103f.pdf）を一部改変

立地市町村で



運用上の介入レベル（OIL）
と防護措置について
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緊急時モニタリングの実施主体
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出典：内閣府（http://www8.cao.go.jp/genshiryoku_bousai/pdf/02_taisakupoint.pdf）



緊急時モニタリング体制（施設敷地緊急事態）
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ＯＦＣ
（他班）

中 央

官邸
（他班）

ＥＲＣ
（他班）

ＯＦＣ
（放射線班）

ＥＭＣ
（企画調整・
情報収集）

ＥＭＣ
（測定分析）

立地道府県
周辺府県

現 地

国内外関係
機関

官邸
（放射線班

）

ＥＲＣ
（放射線班）

関連情報を参考に緊急時モ
ニタリングの結果の評価を実
施

取りまとめて、モニタリング結
果の妥当性の評価を実施

関係市町村
事業者

現地関係機関

出典：緊急時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）より一部改変
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緊急時モニタリングセンターの体制



防護措置実施のフローの例
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原子力災害対策指針より



○緊急時モニタリング計画と
緊急時モニタリング実施計画

地方公共団体があらかじめ
策定（道府県毎）

緊急時モニタリング実施計画

国が施設敷地緊急事態に至った
際に速やかに策定

①緊急時モニタリング計画を参
照して作成

②状況に応じた具体的実施項目
③実施機関、測定項目
等

事態の進展に応じて、関係者の
協力の下、随時見直す。

緊急時モニタリング計画

①目的、計画の位置づけ
②緊急時モニタリング実施体制
③測定項目
④緊急時モニタリングの実施
⑤モニタリング結果の取扱い
等
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事態に応じた緊急時モニタリング体制・活動

警戒事態＜緊急時モニタリングの準備＞

資機材の準備、情報収集

事象の進展に即した実施計画に基づくモニタリング

国が緊急時モニタリング実施計画を策定

施設敷地緊急事態＜緊急時モニタリングの開始＞

全面緊急事態＜急時モニタリングの継続＞

固定観測局による監視強化、可搬型モニタリングポストの設
置及び測定の開始

地方公共団体緊急時
モニタリング本部設置

緊急時モニタリング
センター（EMC）設置

防護措置の実施の判断のために必要な情報の入手を優先

モニタリングポスト等による空間線量率測定の監視を強化

緊急時モニタリング
センター 走行サーベイ、大気中及び環境試料中の放射性物質濃度測

定等

情報収集事態＜平常時モニタリングの継続＞

観測機器に異常がある場合、設置又は修理等の対応
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(1) 緊急時モニタリングセンターで妥当性を判断した後、
国で集約し、一元的に解析・評価して、ＯＩＬによる防
護措置の判断等のために活用される。

(2) 国は、集約及び共有したすべての緊急時モニタリング
結果を分かりやすく、かつ迅速に公表する。

緊急時モニタリングの結果
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緊急時モニタリングの流れのまとめ

緊急時モニタリング計画の策定

緊急時モニタリング実施計画

緊急時モニタリングの実施

緊急時モニタリング結果の評価、公表

地方公共団体

国→EMC → OFC放射線班→合同対策協議会→地方公共団体

国・地方公共団体･事業者等

事故情報等

防護措置の検討･指示
国

フィードバック

国(ERC放射線班）→EMC
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平常時

緊急時



参考資料

御静聴ありがとうございました

④防災訓練等の実施と課題抽出、反映

①防災基本計画（H29.4.11修正）
（H24.9の修正で、規制委員会設置法等の制定を踏まえた原子

力災害対策を強化）

②原子力災害対策指針（H24.10.31策定、H29.7.5全部改正）、 緊
急時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）
（H26.1.29策定、H29.3.22改訂）
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③原子力災害対策マニュアル （H24.10.19策定、H29.12.26一部改
訂）


